外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成30年12月10日（月）　　　　　司会:馬場　勇治　記録：慶長　孝太
	矢幅
	橋本
	小川
	菅原
	鳴海
	慶長
	戸賀沢
	鳥谷部
	三國
	柴崎
	馬場

	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	○
	年休
	業務
	○
	年休
	○

	紫葉
	佐々木
	山口
	舘柳
	
	
	
	
	
	
	

	○
	業務
	○
	○
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・今後有給を取得したい場合は、ワークフロー提出に加えて、慶長JGMにも口頭で報告と相談をすること。
・自身の担当利用者様のデータベースの情報を最新のものに更新すること。。期限は12月中。
＜各種締め切り＞
・1/10（木）疾患別診療計画書（新担当）、週4回以上利用で医師の評価が6カ月されていない利用者様がいれば、医師の評価を忘れずに。
＜研修案内＞
〔内部研修〕
・12/18（火）、19（水）　第7回　院内研修　テーマ「睡眠薬について」
講師：梅村エミ薬剤師　場所：メンタル病棟3階会議室
〔外部研修〕

・12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ
＜青明舎利用者様情報＞
・福井　彩　様　～12/3本人より連絡があり、過去にデイケアを利用していた方からお金を渡されそうになったとの報告がある。お金のやり取りは怖い為拒否したとのことで、トラブルにならない為にも良い方法であったことを伝え、少し様子を見て見るよう促している。金銭を渡されそうになった理由はわからないとのこと。
・我満　奈津紀様～12/3夜間架電があり、なぜ訪問が1週間おきなのか、月に1回にできないのかと訴えている。すぐに決めることは出来ない為、スタッフ間で相談してから決めることとしている。また、娘様に対する苛々感を訴えており、「今日も喧嘩してしまった」「早く青山荘に入れるようにしてほしい」と話している。娘様へも特定相談支援事業所の森氏に相談するように伝え、今後青山荘入所に向けた面談をしたいと希望している。娘様本人の希望が無ければいけないことを伝え、娘様からも相談するよう伝えている。
・高柳　和子　様～12/3架電があり、青明舎の正月行事に参加しようか迷っているとのこと。去年の正月は自宅にいて外に出たくないと思っていたが、今年はなるべく自宅に居たくないと思っているとのこと。外に出て気分転換することで気分の落ち込みも少なくなるのではないかと考えていると話しており、良い事であると伝えている。
12/5定期訪問を実施しており、頭痛があって体調の波はあったが、頓服薬を服用するほどではなかったと話している。デイケアは11/29は利用出来たが、12/4は体調不良で欠席したとのこと。困っていることがな　いか確認すると、便通が悪いことや、胃が荒れ始めて唇も荒れてきたことを話している。自身で対処を考えている様子だが、デイケアスタッフへも相談してみるよう促している。
・若松　邦生　様～12/4当院受診前に来所しており、体調は良い方だが、昨日就労を休んで診察にて伝えることを纏めていたとのこと。また、ゲームをしたり、百人一首を覚えていて寝不足と話している。受診後再度来所しており、デポ剤注射とインフルエンザ予防接種を行ってきたが、診察時の医師の機嫌が悪く緊張したと話している。
・鈴木　知子　様～以前話していた自宅にシャワーを取り付ける件に関して数回電話連絡があるが、12/6架電がある。姉様からは「何も手につかなくなるのではないか」「考えすぎて苦になるのではないか」と言われたとのことで、本人的にデイケアや青明舎で入浴が出来る為、シャワーの取り付けをどうしたら良いか考えていたとのこと。シャワーの取り付けについて、料金も高額になることも考えられる為、この冬はデイケアと青明舎の入浴サービスを利用し、春になってから再度検討してはどうか提案している。本人「そうしようかな」と返答し、電話を終了している。
・浅坂　政美　様～12/9定期訪問実施。体調は変わりなく、服薬も出来ているとのこと。買い物に頻回に行くことは無く、金銭面でも大きな買い物はない為特に問題はないと話している。以前特定相談支援事業所の森氏に渡した書類が4枚あったが、2枚しか戻って来なかったことを気にしており、他の書類は役所へ提出していることを伝えている。
・松川　順子　様～12/9定期訪問実施。体調は変わりなく、服薬も出来ているとのこと。今週は頓服薬を服用していないと話している。小遣い帳の確認では、いつもと同じ内容の物を購入している。部屋の掃除はしているが、トイレ掃除はしていないとのことで、時々掃除をするよう促している。年始の食事について、昼食はデイケアにて食べることとし、夕食は12/31デイケア終了後、青明舎に来てもらい、一緒に3日分の朝夕の食糧購入を行うことを本人と決めている。また、4枚のクレジットカードについて、各カード会社に連絡し、解約を行っている。

・東海林　紀子様～12/9定期訪問実施。夫様が風邪をひいたとのことで、一人で対応している。本人へ風邪がうつらない様に注意するよう話すが、今までインフルエンザにも罹ったことはないし、夫の風邪を貰ったこともないと笑って話している。近況については、毎週水曜日に父の墓参りに行っており、お金が掛かって大変とのことだが、その他の手続きなどに関しては兄と姉が行ってくれた為、頑張ると話している。12/26頃の四十九日の法要は日帰りで対処しようと考えているとのこと。仕事については、12/3に休んだだけでその他は行けているとのこと。年末年始の休みは1/1と1/2だけで、葬儀屋から忘新年会や初詣などのお祝いごとには出ないように言われたとのことで、就労先の行事にも参加しないと話している。食事は自炊しているようだが、飲酒については、大体2日に1回の割合でしており、350mlの缶チューハイを飲んでいる様子。栄養指導でもそのくらいであればいいと思うと言われてきたとのこと。夫様とも相談し、プリン体0の物を飲むようにしていると話している。その他、昨日眠れずに頓服薬の眠剤を服用したところ、すぐに眠ることが出来たので良かったと話している。眠れなくなると辛くなる為、薬の力を借りながらでも対処できているならそれでも良いことを伝えている。
・東海林　康之様～12/9定期訪問実施。風邪をひいているとのことで、妻様が対応している。一昨日から鼻水があり、昨日就労から帰宅した後具合の悪さを訴えたとのこと。体温は37.5℃で、早めに就寝して休んでいるが、今朝は体のだるさを訴えているとのこと。病院受診を考え、風邪薬の相談をするよう促している。
＜グループホーム利用者様情報＞
・淡路　智恵子様～12/24妹様に会うと話しており、妹様が入会している宗教の集会に行くとのこと。兄の遺言で、宗教には入らないように言われていることを振り返ると、本人も分かっていると話しているが、集会には行くと話している。また、以前、特定スタッフへデイケアにグループホームの体重計を寄付したいとの申し出があったとのことだが、世話人は何も聞いていないとのこと。
・冨田　紀子　様～12/12歯科受診をすると報告している。最近グループホームで転倒することが増えてきている状況を確認しており、申請などの手続きは行っていないが、今後の支援に関しては、介護保険領域も念頭に置き、考えていくこととしている。
・繁名　和恵　様～不調の訴えが継続しており、世話人が詳細を確認しようとしても易怒的になることや、わざと眠るように対応することがあるとのこと。デイケア利用回数も減少しており、本日も欠席している。体調不良に関しては、他科受診を希望するが、婦人科への受診については拒否している。理由は臀部を見せるのが嫌と話していたとのこと。世話人から婦人科医院へ確認し、更年期障害の検査や治療について確認するとのこと。先日から、体調不良や日課が出来ていないことが目立っており、当院受診時に医師へ情報提供しながら対応を検討することとしている。
・古舘　ヨリ　様～以前行った健康診断の再検査を当院で実施しており、結果は異状なしとなっている。
・豊川　明男　様～本人より、週末雪かきを頑張って筋肉痛がひどいとの訴えがあったとのこと。先日見られた黄染については、現状同様の様子はない。身体状況や不調の有無に注意しつつ、必要な対処ができるように適宜助言をしていく。
・関　秀治　様　～先日行った健康診断の結果が届いており、血液検査のGOT、GPT、血糖、LDLコレステロールの数値が異常値だったとのこと。結果については、次回当院受診時に報告する予定。デイケアやナイトケアでも食事摂取方法に関して助言をしており、今後も継続することとしている。

・番沢　政勝　様～健康診断の結果に関しては特に問題はなく、次回当院受診時に報告する予定とのこと。
・若松　邦生　様～当院定期受診が木曜日へと変更になっている。また、先日行った健康診断の結果が届いており、赤血球の数値が多かったことや、中性脂肪、尿、肝機能の総ビリルビンに異常値があり、要経過観察となっていたとのこと。結果については、次回当院受診時に報告する予定。
・田名部　浩平様～12/3間食について確認したところ、一度に886㎉分食べていたとのこと。理由については、痩せてきている為と話している。世話人より相談があり、今後就労が安定してきた後に、入浴を目的としてナイトケアの利用を検討するかもしれないとのこと。本人の終了状況に合わせ、利用を検討していくこととしている。
・坂本　秀男　様～先日行った健康診断の結果が届いており、糖代謝、聴力、尿一般、腎機能が異常値で、眼底出血、緑内障疑いがあったとのこと。結果については、次回当院受診時に報告する予定。
・大下　伸治　様～先日、日中活動や現在の生活について世話人と面談を行っており、以後大きな問題なく過ごせているとのこと。今週金曜日には実家に行く予定で、年末年始は12/30～1/2まで外泊予定となっている。
・中村　与一郎様～腰痛に関しては大丈夫そうで、普段通りエアロビクスに参加していることを情報提供している。また、デイケア利用者様と物のやり取りを行っている様子があり、スタッフの目を気にしながら行っているが、本人と相手へ注意をしている。最近デイケア利用者と外出に行く等の予定を立てている様子があり、問題なく過ごし対応できるように様子を見ていきながら適宜介入していく。
・石切　久　様　～世話人より情報提供があり、現在夕方一人で過ごしていると幻聴がひどいとのことで、ナイトケア利用を説明したところ、最初はいらないと話していたが、次第に考えようかなと話していたとのこと。今後医師や本人の希望を確認しつつ、利用について考えていくこととしている。
＜利用者様情報＞
デイケア
・福井　彩　様　～本日、用事があるためデイケアは欠席となるが、報告したいことがあるとのことで来所している。夫と離婚の条件で話し合っていたが、条件が整ったとのことで、本日か明日に離婚届を提出するとのこと。それに伴う不安として、いつから子と夫を合わせるか等を挙げている。家族とも相談しながら、自分の対応できる範囲で夫と会うように助言をしている。
・繁名　和恵　様～定時になっても連絡がなく、10時にグループホームの世話人より情報提供がある。今朝になり「風邪を引いた」等と身体的不調を訴えており、デイケア通所を促すと、途中から狸寝入りをし、話し合いにならない状態になっているとのこと。10時30分頃本人から電話があり、胸や喉の痛みに加え、「背筋がなぜか動かない」と言い、欠席したいと話している。途中から世話人に電話が変わり、通所を説得したが応じなかったとのこと。グループホーム利用者様情報にあるように、当院受診時に医師へ情報提供しながら対応を検討することとしている。
・松村　勉　様　～今朝ゴミを捨てに外を出たところ転倒し頭頂部を打ったとの報告がある。疼痛は生じていないが、患部に塗り薬を塗ったとのことで部位を確認。若干の腫脹がある為、疼痛が生じた際は早期に病院受診等の対処するよう助言している。
・我満　奈津紀様～爪にネイルを施し来所しているため確認すると、「昨日、交際相手が誕生日だったから。チャイナ服買って着たんですよ」とスマートフォンに保存した画像をスタッフに見せている。その他、本人様より報告があり、「今月22日に引っ越す予定。バスの時間はデイケア利用者から聞きました。娘は来年になったら青山荘に入ろうかなって言ってました」とのこと。今後、変化等があった際には何でも相談して欲しいことを伝えている。青明舎からの情報では、娘様との喧嘩や苛々に関する訴えがあるため、本人の状態を確認しつつ、今後の生活や娘様との対応に関して問題なく対処できるよう関わっていく。
・大下　伸治　様～スタッフとの会話の際に、昨日買い物に向かう途中、下り坂で滑って転倒し、右手小指に小さな傷が出来ている。その他に、負傷した部位や疼痛は無いか確認するが、特に無いとのこと。「急に滑って止まらなかった」と話している為、今後も道が悪い状態が続くため、注意して道を歩くよう声掛けをしている。
デイナイトケア
・古川　富蔵　様～青風荘より情報提供があり、先週土曜日より寒気や倦怠感、節々の痛みを訴え、21：00体温38.4℃の発熱がある。夜間は38.9℃、翌朝8：00　38.7℃と高熱が続いており、下長内科クリニックを受診。インフルエンザ検査は陰性であり、風邪との診断を受け、漢方、抗生薬が3日分と解熱鎮静剤（頓服薬）が処方となっている。以後も体温37.3℃～38.7℃と発熱は続いている。本朝5：20、体温38.7℃でカロナール服用し、8：00　37.5℃で経過している。体調について「寒気するけど、まあまあだ」と話している。体調が回復しないことから、本日は欠席となる。
・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供があり、先週末、他者の言動に過剰に反応することや行動1つ1つを大きな声で宣言するように動いていたり、プログラムの拒否、食事を摂らないなど1日を通して普段と違う様子が見られていた。青風荘に帰荘後は、新しく購入したラジカセを使いだした為か、金曜、土曜日と気分の高さが見られていたとのこと。本日、デイナイトケアでは、特に過剰な反応や言動は見られず、プログラムにも参加が出来ている。作業療法中に、右手の痛みの訴えがあり、スタッフが疼痛部を確認すると、赤みや腫れもない。休まず塗り絵に取り組んでいるため、少し休むように声を掛けると休んでいるが、すぐに塗り絵を始めている。促し通りに過ごしていないことがあるため、不調の有無を確認しつつ、必要に応じて適切な対処を行えるよう対応していく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨晩、就床前薬服用時間に来ないため訪室すると、ベッドに座った状態でジーッとスタッフを見ており、声を掛けるとようやく返答し、「いらない。足が痛いから行けません」と強い口調で拒否がある。テーブルの上にあるメモ紙に手紙のようなものをかいてあり、「それ読んでよ！」等、話をすり替えては強い口調で話し、就床薬服用に再三の促しを要している。本朝は、「青陽館へ行かない」と言い、スタッフの促しも強い拒否を示していたが、医師との面談を振り返ると、態度を変え通所すると話し、青風荘スタッフ付き添いで来所している。青風荘スタッフからの情報で、青陽館で2～3時間休むと話していたが、休養を希望することはない。プログラム開始時間に遅れることや、作業療法中にトイレに行くこと等、時間通りに行動しない様子や、手洗い時に蛇口を何度も強く押す音がホールにまで響いていることがあるが、本人から過度な訴えが聞かれることはない。青風荘での過ごし方とデイナイトケアでの過ごし方に違いがあり、気分変動が目立っている為、病状変化に注意し対応していく。
ナイトケア
・下妻　康貴　様～先週来所時、雪かきをし、雨に濡れたせいかもしれないとくしゃみや軽度の寒気を訴えている。「負担をかけないように少しずつやったんだけど、時間かかったから腰にもきた」と腰痛もあると話し横になったりしている。無理せずゆっくり過ごすように伝えると、「無理はしないようにしてるんだけどね」と話している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（佐羽内　裕亮　様）

実施日：H30.12.10（月）13：40～14：00

担当：三國

検討内容　目標・治療計画の検討

	氏名
	佐羽内　裕亮　様
	性別
	男
	年齢
	37
	生年月日
	S56.9.3

	主病名
	双極性感情障害（F31）
	合併症
	自閉症スペクトラム障害
レストレスレッグス症候群

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身につける、社会資源の利用

	本人希望
	自分から人に話し掛けられるようになりたい。就労を頑張りたい

	家族希望
	働けるようになってほしい

	入院歴
	当院1回（H28.8.25～H28.11.30）

	通所歴
	1回目（H29.4.18～現在）

	その他サービス利用
	・訪問看護ステーション五福（1回/週（月））

・H30.6.20～就労継続支援B型カシオペア（3回/週（水～金））
・特定相談支援事業所「青明舎」

	住居：母の実家に住んでいる
母・伯母の3人暮らし
	家族構成　　　　　　　　母：治療に協力的。過干渉傾向
父：H14年頃から別居状態

妹・弟：治療に非協力的

伯母：精神遅滞（愛護手帳A）・
認知症を有している

	利用制度
	※障害厚生年金2級（19万円程/2か月）　受給中

※精神障害者保健福祉手帳2級　受給中

※自立支援医療　受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアと就労を両立する
	①適時適切に相談する
	①自分から他者に話し掛ける
	①ストレスや不安等を溜め込む前に自分から相談する。スタッフはストレスや不安等を溜め込んでいないか来所時に確認する

	
	②対人交流技術の獲得（他者交流場面の安定化、雑談力の獲得）
	②孤立する時間を減らし他者と交流する場面の獲得を図る
	②交流はなくとも他者と場を共有するところから始め一人で過ごす時間を減らし、対人交流の苦手意識の軽減を図る。また、スタッフに声を掛け相談・雑談をする経験を通して、他利用者との交流へつなげていく


【検討内容】

	中期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①適時適切に相談する
	・自ら相談することは殆どない
・スタッフが普段と違う言動を指摘すると「母に一方的に叫ばれることがストレス」と話す。その後、「イライラして暴力になりそうだ」母に自身の感情を表出したとのことで評価している
	・相談したくないのか、相談したくても相談できるスタッフがいないのか確認する

→支援者で相談できるスタッフが一人でもいれば、支援者間で情報共有が可能

	②対人交流技術の獲得（他者交流場面の安定化、雑談力の獲得）
	・就労継続支援B型カシオペアから情報提供がある。11月頃から特定利用者との交流時の気分の高さが認められており、特定利用者とスタッフの悪口を言うことや、特定女性利用者へ卑猥な話をすることがあったとのこと
・デイケアで上記のような言動はなく、特定利用者やスタッフと適宜交流している
	・就労という環境の変化によりストレスが溜まっている可能性が高い（体重増加等）
・デイケアでは特定利用者と談話・談笑していることや、他者に声を掛けられ表情良く応じていることが増えている。就労先で普段と違う言動ことがあった際は情報提供をもらうこととしている


⇒明日、本人と面談を実施し、下記を踏まえたうえで目標や治療計画を決定していく。　　年内中に母を含めた面談を実施していく。
　・デイケア利用時の過ごし方（静かに過ごしたい、スタッフに悩みを聞いてほしい、　　　スタッフに介入してほしい等）
　・合併症を含めた病状について
　・生活状況（休日の過ごし方や外出の頻度）や運動量について

・母による自動車送迎の頻度について

